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　昨年3月 11日の東日本大震災から1年になります。今回の地震のスケールは

恐らく我が国の観測史上最大であり、大震災における宮城、岩手、福島3県沿岸

部の津波被害は激烈なものでした。さらに、福島第一原子力発電所の被災・事故

が重なって、今回の震災被害は世界史に記録される規模のものとなりました。改

めて、被災した皆様にお見舞いを申し上げ、また、ご家族や友人を亡くされた方々

に心からのお悔やみを申し上げます。

　今回の大震災では、私たち東北大学医学系研究科・医学部も大きな被害を受け

ました。幸いなことに構成員は全員無事でしたが、昭和 40 年代に完成した医学

部1号館と 3号館を中心に、ひび割れ、天井落下、パイプ破損、断水、エレベー

ター停止などが相次ぎ、停電やガス供給停止と合わせて、研究活動に大きな被害

を受けました。研究設備の被害も甚大であり、また、多くの貴重な研究成果や資

料も失いました。

　大震災の直後から、私たち医学系研究科・医学部の構成員は大学病院と協力し

て、被災した方々の支援に全力で取り組みました。また、研究活動の早期復旧と

再開に向けて、一丸となって取り組んできました。ライフラインが回復するまで

の間は、星陵体育館に避難所を設けて、炊き出しも行いました。さらに、教職員・

大学院生には早期出勤と復旧・支援活動への協力を、学生にはボランティア活動

への参加を呼びかけました。これらの活動には、全国の関係者の皆様から物心両

面に渡る暖かいご支援を頂きました。改めて厚くお礼を申し上げます。

　私たちは、鎮魂と復旧から、創造的復興のフェーズに進もうとしています。東

北地方の復興のためには、その核となる組織が必要であり、私たち医学系研究科・

医学部は最先端研究の拠点形成を通して、その役目を引き受ける気概があること

を繰り返して表明してきました。本大震災記録集は、私たち東北大学医学系研究

科・医学部の震災直後からの活動記録を纏めたものです。多くの困難を乗り越え

て創造的復興に向けて活動を始めている様子もご報告させて頂きます。
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凡　例

1.　 本記録集の記事提供者、著者は多岐にわたる。表記は原稿通りとし、見出し・強調・区切りなどの補助符号は、

編集の統一を図った。

2.　 東北大学大学院医学系研究科・医学部ウェブサイト（http://www.med.tohoku.ac.jp/index.php/article/show/

id/922）掲載情報を多く取りあげている。編集の為に見出し処理などを行ったが、文章及び表記は可能な限

り原本を再現するように心がけた。

3.　 図、表、写真は、見開き頁（左頁＋右頁）の中で、参照番号に対応する表記をした。レイアウト、文章量

との関係で直前頁、直後頁に配置したものもある。

4.　 第一部は、重層をなす事象の全像を把握することを意図し、見開き頁で一単位の紙面構成とした。左側か

ら順に、時間軸、本文、図・表・写真・資料を表記した。　

5.　 第六部の「主な資料」は、実際に使用された資料原本を再現した。


